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１ はじめに

今年初めにアースウオッチによる教員

対象の環境教育研修の募集案内が学校に届

いた。最初は余り関心がなかったが、自分

が行っている環境教育の実践に生かせるか

もしれない、今ならできると思ったため、

応募した。しかし、結果は補欠合格であっ

た。補欠なら来年合格するだろうと思い、

気分はすっかり来年度に向かっていた。そ

う思っていた 6 月中旬、突然学校にアース

ウオッチから「辞退者が出たため、研修に

参加できるので、参加か否かを決めて欲し

い。」という連絡があった。少しとまどった

が、思い切って参加を決めた。それから管

理職に報告して許可をもらい、海外研修で

行くための書類作成をした。アースウオッ

チの応募書類はプロフィールはＡＬＴに添

削してもらい、健康診断書は近隣の医者に

説明して書いてもらった。航空券を取るの

はお盆の時期であったために混雑していて、

大変であった。考える暇もなく、バタバタ

と 6 月中に何とかすべての手続きが終わっ

た。

7 月になるとブリーフィングが届いた。

私の研修課題は「森のイモムシ」で、研修

場所は米国のアリゾナ州であった。イモム

シと環境の関係については少し関心がある

くらいであったが、ブリーフィングを読む

につれて、イモムシと環境の研究の奥深さ

について知り、興味がわいてきた。短い時

間ではあったが、本やインターネットで事

前学習をした。ブリーフィングには現地で

の生活や必要なものが書いてあり、準備に

取り掛かった。大半は山の中でイモムシの

採集を行うようなので、登山用の服装や用

具をそろえた。一番悩んだのが、アリゾナ

州は砂漠気候であるということであった。

砂漠気候はとても乾燥していて、日中暑く、

夜は涼しいということだが、体験がないの

で準備に戸惑った。また、予防接種は破傷

風だけで良いということだったので、破傷

風の予防接種を行った。また蚊によって媒

介される西ナイル熱が流行っているという

ニュースを見たため、医者に聞いてみると、

室内では蚊取り線香等の虫除けを使い、野

外で日本の虫除けスプレーは効かないので、

DEET 入りのものを現地で購入することを

勧められた。大半の準備は夏休みに入って

から行った。部活動や夏期講習を夏休み前

半と後半に入れたため、週末が主にその時

間に当てられた。

２ アリゾナへ（プロジェクトの開始）

私は成田からロサンゼルス行きの便に

乗り、その後 50 人乗りの国内線に乗り、ツ

ーソン空港に着いた（図 1）。空港を出たと

き、すぐ目に付いたのは大きなサボテン（サ

ワロ（Cereus gigantea））であった。これ

は近くにある国立公園の名前になるほど、

図 1 ツーソン国際空港



ツーソン周辺の代表的なサボテンだ。ツー

ソンの近隣はツームストンなどの西部劇で

有名な観光地があり、空港前には西部劇の

ような雰囲気が漂っていた。午後 4 時頃で

あったが、日差しが強く、からっとしてい

た。砂漠気候を始めて体感した。集合場所

である the La Quinta Inn（ホテル）に電

話すると、迎えの車が来た。ホテルは徒歩

5 分くらいの場所にあった。ロビーにはも

う数名の参加者が集まっていた。参加者は

11 人で 7 名の米国人、2 名の日本人、オラ

ンダ人、フランス人が各 1 名という構成で

あり、そのうち 5 名が教員であった。午後

6 時にミーテイングが始まり、名前だけの

自己紹介が終わると、プロジェクト・リー

ダーであるチューレーン大学のリー・ダイ

アー先生から概要説明、今後の予定が話さ

れた。その後、夕食に行った。メキシコ料

理のファーストフード店であり、ツーソン

滞在時の夕食はすべてメキシコ料理であっ

た。リー先生に DEET を購入したいというと、

アリゾナには西ナイル熱はなく、蚊はほと

んどいないと言われた。一応、ドラッグス

トアで DEET を購入した。今回の滞在中、蚊

は確かに少なかったが、山の中にいる時、

時々刺された。

３ ツーソン周辺の調査

調査初日の 8月 11日は朝 6時半にホテル

を出発し、空港から約 25ｋｍの所にあるレ

モン山（標高約 2800ｍ）の山麓と頂上付近

を調査した。

山麓付近(図 2､3)はサワロ国立公園内に

あり、サワロサボテンが点在する砂漠気候

の象徴的な風景であった。ここが始めての

調査地点で、リー先生により調査方法の説

明が行われた（図 4）。調査方法はまず調査

する場所で中心となる樹木を決め、この樹

木を中心として、5ｍのロープを 4 方向に引

っ張って十字をつくった（図 5）。この樹木

図 2 サワロ国立公園

図 3 調査の様子

図 4 調査方法を説明するリー先生

を中心とした半径 5ｍの円内の植生（植物

名と葉の枚数）とイモムシを調査した。イ

モムシは樹木の下にシートを敷き、葉と枝

を叩いてシート上に落としたり（図 6）、葉

を一枚一枚目視して採集した。採集したイ



図 5 調査地点半径 5ｍの中心

図 6 イモムシの採集方法

図 7 イモムシを採取したバック

図 8 採集したイモムシを保存する

モムシは餌の植物とともにビニールバック

に入れ、採集日や地点番号などの情報を表

面に書き、クーラーボックスに入れて保存

した（図 7,8）。採集地点はＧＰＳ付き携帯

コンピューターで調べ、植生とともに記録

した（図 9）。調査ではリー先生の研究室の

大学院生であるクラーク・ピアソンさんが、

調査活動の様々な場面で援助してくれたこ

とは心強かった（図 10）。

図 9 採集地点などの情報を PC に記録

図 10 大学院生クラークと筆者

頂上付近は山麓と違って風景が一変し、

針葉樹が多くて涼しかった（図 11）。ここ

では異なる種類のイモムシが採集できた。

冬季はスキー場になるようで、スキーのリ

フトがあった。また落雷で倒れた樹木や黒

くこげた樹木が多数あった。

昼食は山の中に点在するキャンプ地でサ

ンドウィッチを食べた。午後はアリゾナ・

ソノラ砂漠博物館を見学した（図 12）。こ



図 11 レモン山頂上付近で採集

図 12 アリゾナ・ソノラ砂漠博物館の景色

こは自然史博物館であり、アリゾナ州とカ

リフォルニア州、メキシコにあるソノラ砂

漠に生息する 300種以上の動物と 1200種以

上の植物が、約 8ｈａの砂漠とともに展示

されていた。また砂漠気候についての展示

説明があり、アリゾナは５つの季節に分け

られるということがわかった。私が滞在し

た時期はモンスーンが終わった頃で、雨が

少なく過ごしやすい時期であった。実際に

滞在中は夕立が 2 回あっただけだった。滞

在中の気温・湿度を計測したところ、日中

の気温は 30 度を超えて暑く、湿度が 40％

を切るほど乾燥しているが、夜は 20℃以下

になり、毛布を着て寝ないと寒い位であっ

た。

４ サウス･ウェスタン・リサーチ・ステ

ーション（SWRS）へ

8 月 11 日は朝 9 時半にホテルを出発し、

ツ ー ソ ン 空 港 か ら 約 180 ｋ ｍ 離 れ た

Chiricahua 山脈にあるサウス･ウェスタ

ン・リサーチ・ステーション（SWRS）に向

かった。SWRS は Chiricahua 山脈の自然に

ついて調査する目的で作られたアメリカ国

立博物館の付属施設である。ホテルから 10

号線を通ってニューメキシコ州のロード・

フォークスまで行き、そこから 80 号線でロ

デオの手前 3ｋｍのところを右折し、ルー

ト 533 に入ると再びアリゾナ州に戻り、ポ

ータルに着いた。SWRS はポータルから山道

を通って 8ｋｍほど行くと、緑豊かな山の

中に存在した。入口の前に川が流れていて、

川を横切ると SWRSの正門があった（図 13）。

SWRS は標高 1650ｍの場所にあり、正門を抜

図 13 SW RS 正門前の小川

図 14 SW RS 内の景色



けると目前に Chiricahua 山脈の山々がそ

びえ立つ景色は壮観であった（図 14）。SWRS

の広大な敷地内にはバスケットコート、卓

球場、芝生のグラウンド、プールなどがあ

り、休憩時間が充分にあったので楽しむこ

とが出来た。特に卓球場は食堂の横にあっ

たので皆でよく対戦した（図 15）。またバ

ードウオッチのフィールドがあり、ハチド

リが訪れるのを観察できた（図 16）。建物

は食堂、売店、ＰＣルーム、宿泊施設、講

義室、研究室、温室などの栽培施設があっ

た（図 17）。宿泊は米国人 3 人と同部屋で

あった（図 18）。食事は朝、昼、晩ともに

食堂の前にある大きなトライアングルを叩

く音で始まった（図 19）。伝統的なアメリ

カ料理のバイキングであり、とても美味し

かったので毎日沢山食べた（図 20）。

図 15 卓球場ではリー先生も参戦

図 16 ﾊﾞｰ ﾄﾞ･ ｳｵｯ ﾁ場には糖蜜瓶がある

図 17 食堂と講義室のある施設

図 18 宿泊部屋

図 19 食堂前の食事の合図

図 20 バイキング形式の食事



５ サウス･ウェスタン・リサーチ・ステ

ーション（SWRS）での調査

SWRS ではイモムシ研究プロジェクト用

に１つの研究室が用意されていた（図 21）。

SWRS での調査は 2004 年から行われており、

今回の調査は 2007年の 2回目の調査であっ

た。採集したイモムシはバックごとにイモ

ムシの個体数を確認し、エサの植物とイモ

ムシの学名（種名がわからないものは後で

分類学者によって同定してもらう）を調べ、

携帯コンピューターに記録したデータ（採

取地点や植生など）とともにコンピュータ

ー内のファイルに記録した（図 22､23）。採

集したイモムシは写真撮影をした（図 24）。

図 21 研究室内での作業の様子

図 22 植物の学名を調べる

研究室の外にはテントで作ったイモムシの

動物園があり、そこでイモムシを飼育した

（図 25）。動物園の管理はイモムシの入っ

た ビ ニー ルバ ック を 掃除 し、 中に い る

図 23 新しい情報をバックに記入

図 24 イモムシの写真撮影

図 25 イモムシの動物園

図 26 イモムシ動物園の管理



イモムシの個体数と状態を確認することだ

った（図 26）。イモムシは生存するイモム

シ、蛹になったイモムシ、寄生されたイモ

ムシ、成虫のイモムシにバックを分けて管

理した（図 27）。イモムシの管理は調査期

間中、毎日行った。

図 27 動物園内の分類プレート

作業は通常は野外と研究室の２つのグル

ープに分けて行われた。野外調査は SWRS

の周囲や周辺の Chiricahua 山脈の地点を

調査した（図 28）。印象に残ったことは、

調査場所へ移動中、メキシコ人が運転する

大型トラックが転倒し、道をふさいでしま

ったことがあった（図 29）。スペイン語し

図 28 傾斜面での調査の様子

か話せないメキシコ人で通訳に苦労してい

た。これにより、調査場所を変更せざるを

得なかった。調査中、山中に捨てられたリ

ュックサックを何度も目撃した。これはメ

キシコからの不法入国者が山を越える途中

図 29 転倒したトラックが道をふさいだ

で捨てたものであった。また、夜に 80 号線

沿いのオコチロ（Fouquieria splendens）

という低木が沢山ある場所で採集を行った

（図 30）。オコチロの葉の裏にイモムシが

いたが、トゲがあるので注意しながら採集

した。行く途中、道路上でガラガラヘビを

何度か見た。採集地にも生息しているので

注意が必要であった。

図 30 夜の野外調査

研究室での作業は動物園の管理とデー

タ整理に分けられた。クラークさんがコス

タリカで採集したアルコール漬けの小さい

虫を実体顕微鏡で分類する作業があった

（図 31）。日本では見たこともない小動物

を顕微鏡で見ることができて、とても興味

深かった。

作業後には食堂の隣にある講義室でリー

先生やクラークさんによるスライドショウ

の講義が行われた。内容はイモムシと環境、



イモムシの分類や形態、昆虫の多様性につ

いてで、講義後は内容について議論した。

図 31 コスタリカの虫を顕微鏡で分類

６ Chiricahua 山脈の自然に親しむ

Chiricahua 山脈はレモン山と同様にア

リゾナ州にあるコロナド国立森林の１つで

ある。コロナド国立森林の山脈は砂漠地帯

の海にある島々のようであることから「空

の島々」と呼ばれ、親しまれてきた。

8 月 13 日の夕食後に SWRS 周辺のキャン

プ地でブラックライトに集まる昆虫の観察

を行った。とても多くの昆虫が集まり、夢

中で写真を撮った（図 32,33）。観察が終わ

った人たちは道路に寝そべり、満天の空に

輝く星々と鮮やかな天の川に見とれていた。

図 32 ﾎﾜｲ ﾄ･ﾗ ｲﾝﾄ ﾞ･ｽﾌ ｨﾝｸ ｽ（ Hyle s l ine ata）

図 33 ｸﾞﾗ ﾝﾂ･ ﾘﾉｾ ﾗｽ･ﾋ ﾞｰﾄ ﾙ（ Dyna ste s g ran ti）

8 月 15 日は自由時間であり、全員で SWRS

から約 15km 離れた場所にある Chiricahua

National Monument に行った。4800ha の公

園で、浸食された岩石群が絶景であった（図

34）。また様々な動植物を観察できたことは

貴重な体験であった（図 35､36）。

図 34 Ch iri cahu a N atio nal Mon ume nt の岩石群

図 35 ｶﾗﾄ ﾞ･ﾘ ｻﾞｰ ﾄﾞ(C rot aph ytu s co lla ris )

図 36 ｾﾝﾁ ｭﾘｰ ･ﾌﾟ ﾗﾝﾄ( Aga ve par ryi)

8 月 17 日の午後の自由時間は SWRS 周辺

をハイキングした（図 37）。山を縦走した

が、道が悪く、トゲのある植物の草むらを



かき分けて歩いた。途中、野生のガラガラ

ヘビに初めて遭遇した（図 38）。しっぽを

鳴らした警戒音であるシャーという音は意

外と大きく、周囲に響きわたっていた。山

を下りるのが夕方になり、急いで山を駆け

下りたのは辛かった。下山すると道に迷っ

てしまい、有刺鉄線（アメリカの公園周辺

にはよくある）をくぐり抜けて民家を訪ね

ると、親切な地元の家族が車で SWRS まで送

ってくれた。

図 37 SWRS 周辺ハイキングで休憩中

図 38 ﾌ ﾞ ﾗ ｯ ｸ ･ ﾃ ｲ ﾙ ﾄ ﾞ ･ ﾗ ﾄ ﾙ ｽ ﾈ ｰ ｸ ( Cro tal us

m olo ssus )

SWRS 周辺には動植物が沢山生息してい

て、自然に溢れていた。朝 4 時に起きてバ

ードウオッチにでかけるなど、自然観察の

機会が多かった（図 39､40）。SWRS には大学

生が沢山滞在しており、Chiricahua 山脈の

自然について研究していた。それらの学生

との交流が楽しかった（図 41）。

図 39 SWRS 周辺でﾊﾞｰﾄ ﾞｳｵ ｯﾁﾝｸ ﾞ

図 40 ﾚｯﾄ ﾞ･ｽ ｷﾝﾏ ｰ(Li bel lul a s atur ata )

図 41 自然保護研究をしている学生が採集した

ｼﾞﾗ･ ﾓﾝｽﾀ ｰ(H ero der ma s usp ect um)死体の標本

７ ツーソンへ（プロジェクトの終了）

８月１８日の午後はリー先生による今回

の調査結果のまとめと今後の研究について

講義が行われた。その後、参加者が撮影し

た写真などの情報交換会を行った。夜はキ



ャンプ地でキャンプファイヤーを行った

（図 42）。私は皆が今回の調査でおそれて

いたラトルスネーク（ガラガラヘビ）の歌

が日本にあるといって、紹介した。サビし

か覚えていなかったので、機会があれば覚

えてまた披露したいと思った。８月１９日

は今年のアリゾナでの研究が今回で終了し

たので、研究室とイモムシの動物園を片付

けた（図 43）。朝 10 時に SWRS を出発した。

図 42 SWRS 最後日夜のｷｬﾝﾌ ﾟﾌｧ ｲﾔｰ

図 43 イモムシ動物園の片付け

帰りは行きとは別ルートで、ロデオから 80

号線を通って、ダグラス、ビスビー、ツー

ムストンを通過し、ベンソンから 10 号線に

入り、ツーソンに着いた。途中のビスビー

を観光した。ヨーロッパ風の建物が建ち並

び、観光地らしいきれいな町並みであった。

最 終 宿 泊 地 は 集 合 場 所 と 同 じ the La

Quinta Inn であった。到着後はメキシカン

レストランに行き、最後の夕食会を行った。

夕食後の夜と最終日の朝はデータなどの情

報交換会を行った。最終日はそれぞれの時

間の飛行機で帰路についた。リー先生は機

材を取りに再び SWRS に戻った。

８ イモムシと環境問題

今回の調査では 14カ所の調査地点で 400

個体以上のイモムシを採集した。この中に

は 19 科、約 54 種類のイモムシが含まれて

いて、採取した餌の植物は 21 種類であった

（添付図）。このプロジェクトの主な目的は

イモムシとその寄生虫と餌の植物の関係を

解明し、この関係に対しての環境の影響を

調査することであった。2007 年はエクアド

ルとコスタリカでも調査が行われた。特に

イモムシと環境の関係を解明するためには、

経年変化のデータ収集が必要である。地球

規模の長い年月のかかる地道な研究である

が、成果は害虫としてのイモムシという観

点から農業に役立ち、生物と環境という観

点から地球環境の保護に役立つ。例えばカ

ナダ、アメリカ、南米の中の 15 地域でイモ

ムシの寄生率と降水量の変動の関係を調べ

たところ、イモムシの寄生率は降水量変動

の増加に伴って減少することがわかった。

このことはハリケーンのような異常気象が

多発すると寄生率が減少し、イモムシの大

発生が起こる可能性を指摘している。

私は壮大な国際プロジェクトの一部を

担ったのだと思い、その重要な任務に参加

でき、遂行できたことを誇りに思った。今

後はこの経験を生かし、リー先生と交流を

続け、日本で研究実践を行って協力したり、

環境教育などを通じて地球環境保護に役立

つ活動を積極的に行っていきたいと思った。

研修の終わりにリー先生に、「日本の中

学生に、現在の地球環境問題について何を

すべきかというメッセージを伝えて欲し

い。」という質問をした。すると即座に戻っ

てきた言葉が「Less Consumption.（消費を



少なくしよう）」であった（図 44）。2000

図 44 環境問題を一言で言ったリー先生と筆者

年に私は中学校教員の研究グループととも

にオレゴン州で自然学習の研修に行った。

その時、土地管理局の職員であったジョ

ン・アップリガス先生に同じ質問をしたと

ころ、同じように即座に「Think globally,

act locally.(地球規模で考え、身近なこと

で行動しよう)」と答えた。

今回の研修を元に、中学校３年生に「イ

モムシと環境問題」というテーマで環境学

習の授業を行った。環境問題というと近年

世界的に注目を集めたのは、元アメリカ副

大統領アル・ゴア氏が制作した映画「不都

合の真実」である。ここでは地球温暖化に

より、ハリケーン襲来数の増加やイモムシ

を例とした生物季節の変化が実例としてあ

げられている。このことから、イモムシと

環境問題は密接な関係にあることを説明し

た。そして「地球環境問題を解決するため

には何をしたら良いですか。」という質問を

し、ジョン先生とリー先生への質問と答え

を示し、生徒たちの考えを書いてもらった。

生徒たちの考えは 2 人の先生の考えに共感

し、具体的に実行すべきことを書いている

生徒が多かったが、中には共感できるが難

しいという困惑の意見を書いている生徒も

いた。これは環境問題に対する生徒の重要

な意識であり、今後の環境教育の実践に役

立つ有意義な指摘であった。

現代の消費社会を見直し、持続可能な社

会を志す方向性が見られる中、約 100 万種、

地球上の生物の 90％以上を占める昆虫に

習う、昆虫を見直す動きが現れてきている。

イモムシは日本に沢山の種類が生息し、害

虫として、また美しい蝶に変わる幼虫とし

て我々の日常生活の中で親しみ深い昆虫で

ある。このイモムシと環境の関係をテーマ

とした環境教育を行うことで、身近な環境

に対する理解が深まり、明るい未来を構築

する発想が増えると考えられる。

９ 終わりに

今回の参加者の方々は様々な経験を有

しており、多くのことを教えてもらった（図

45）。リー先生はとても元気で行動的力があ

り、私のくだらない冗談につきあってくれ

る親しみやすい先生だった。真面目で落ち

着いたクラークさんとは科学や研究の話を

真剣にすることができ、有意義であった。

図 45 森のイモムシプロジェクトの仲間たち

調査などの予定はいつも時間通りに始ま

り、休む間がない時もあったが、毎日朝か

ら夜まで予定があり、充実した日々であっ

た。今回の研修は余裕のある計画であり、

休憩や余暇の時間がしっかりと取り入れら

れていた。考える時間が充分あったので、

このようなゆとりのあるプログラムは見習

うべきであると実感した。余暇の時間は自

然を楽しむなどの充実した時間であった。

今回の貴重な経験を提供していただいた



花王の方々、様々な支援をしていただい

たアースウオッチのスタッフの皆様、プロ

ジェクト・リーダーであるリー先生とクラ

ークさん、プロジェクト参加者の方々、そ

して現地でお世話になった皆様方、中台中

学校職員の方々に心から感謝の意を表した

い。

添付図：今回のプロジェクトで採集したイモムシ




